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審 査 結 果 の 要 旨 
 エリスロポエチン (Erythropoietin, EPO) は腎由来のペプチドホルモンで, 骨髄中の赤血球前駆細
胞上のEPO受容体 (EpoR) に結合し, 赤血球造血を促進する. EPOには抗肥満効果, インスリン抵抗
性の改善効果, 臓器保護作用の報告があるが, その機序は未解明である. 一方, 褐色脂肪（brown 





ることを証明した. まず, 4週齢の雄性C57BL/6Jマウスに普通食 (脂肪比率12%) あるいは高脂肪食 
(High-fat diet, HFD; 脂肪比率56.7%) を４週間与え飼育し, 同時に4週間, リコンビナントヒトEPO
（200IU/kg/回、週3回）あるいは生理食塩水（生食水）を腹腔内投与した. 高脂肪食条件下にEPO投





21 (Fibroblast growth factor 21, FGF21) が肝インスリン抵抗性の改善を示すことが知られるが, 外因
性EPOによってcBATからのFGF21分泌が促進され, 肝糖新生を抑制し糖代謝を改善した. 
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